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連　載
Steps to revive

復
興
へ
の
道
程

連
載復興への道程

一
連
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
問
題
で

市
内
の
畜
産
農
家
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。

そ
ん
な
中
、
逆
境
に
屈
す
る
こ
と
な
く

固
い
絆
で
前
に
進
む
岩
手
南
肥
育
牛
生
産
部
会
。

高
泉
茂し

げ

美み

部
会
長
に
話
を
聞
い
た
。

出
荷
で
き
な
か
っ
た
の
は
茂
美
さ

ん
ら
３
人
。
同
じ
部
会
員
で
も
置

か
れ
た
立
場
が
違
う
。「
部
会
が

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
」。
不
安
は
募
る
一
方
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
矢
先
、
出
荷
で
き
る
部

会
員
か
ら「
部
会
は
一
つ
だ
。一
緒

に
頑
張
ろ
う
」
と
背
中
を
押
さ
れ

た
。

　
「
う
れ
し
か
っ
た
。
本
当
に
う
れ

し
か
っ
た
」
と
茂
美
さ
ん
。
部
会
の

固
い
絆
は
、
逆
境
を
乗
り
越
え
、
前

進
す
る
大
き
な
力
に
な
っ
た
。

　

２
月
17
日
、
つ
い
に
全
頭
検
査

の
結
果
が
出
た
。

　

不
検
出
―

　

胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。

高
い
実
績
を
誇
る
ブ
ラ
ン
ド　

　

岩
手
南
肥
育
牛
生
産
部
会（
会

員
28
人
）
部
会
長
の
高
泉
茂
美
さ

ん（
61
）＝
花
泉
町
金
沢
＝
。

　

09
年
か
ら
同
部
会
長
と
し
て
、

ブ
ラ
ン
ド「
い
わ
て
南
牛
」の
普
及
、

発
展
に
力
を
注
い
で
き
た
。

　
「
い
わ
て
南
牛
」
は
、
08
年
の
全

国
肉
用
牛
枝
肉
共
励
会（
和
牛
雌

部
門
）で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

Ｊ
Ａ
い
わ
て
南
と
Ｊ
Ａ
い
わ
い
東

の
統
一
ブ
ラ
ン
ド
。
そ
の
肉
質
と
風

味
は
、
舌
の
こ
え
た
東
京
人
さ
え

も
う
な
ら
せ
る
。
10
、
11
年
は
上
物

率（
出
荷
し
た
枝
肉
の
う
ち
、Ａ
４
、

Ａ
５
ラ
ン
ク
が
占
め
る
割
合
）
で
近

隣
の
銘
柄
牛
を
上
回
り
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。

全
戸
検
査
と
全
頭
検
査

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
―

　

巨
大
地
震
と
大
津
波
が
東
日
本

の
広
い
範
囲
を
襲
っ
た
。
誘
発
さ

れ
た
原
発
事
故
で
放
射
性
物
質
が

大
気
中
に
放
出
さ
れ
、
風
に
乗
っ

て
各
地
に
広
が
っ
た
。

　

国
は
同
年
８
月
１
日
、
牛
の
飼

料
で
あ
る
稲
わ
ら
が
放
射
能
に
汚

染
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と

し
て
、
岩
手
県
内
で
飼
養
さ
れ
て

い
る
全
て
の
牛
に
出
荷
制
限
を
指

示
し
た
。
同
月
25
日
に
国
の
指
示

は
一
部
解
除
さ
れ
た
。
し
か
し
、
肥

育
農
家
に
は
一
農
家
か
ら
一
頭
だ

け
を
検
査
す
る「
全
戸
検
査
」
と
、

飼
養
す
る
全
て
の
牛
を
検
査
す
る

「
全
頭
検
査
」が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

　

全
戸
検
査
対
象
農
家
は
、
県
内

で
検
査
さ
れ
、
基
準
値
を
下
回
っ

た
場
合
、
他
県
へ
生
体
で
の
出
荷

が
認
め
ら
れ
る
。
全
頭
検
査
対
象

農
家
は
、
県
内
で
の
食
肉
処
理
を

基
本
と
す
る
が
、
他
県
で
受
け
入

れ
を
許
可
し
た
場
合
に
限
り
、
生

体
で
出
荷
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ど
ち
ら
の
検
査
を
受
け
る
の
か
は
、

稲
わ
ら
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度

で
分
け
ら
れ
る
。
同
部
会
員
の
３

分
の
２
は
全
戸
検
査
を
、
茂
美
さ

ん
を
含
む
３
分
の
１
は
全
頭
検
査

を
受
け
た
。

　

検
査
の
結
果
、
全
戸
検
査
だ
っ

た
部
会
員
は
い
ず
れ
も
規
制
値
を

下
回
り
、
９
月
か
ら
出
荷
を
再
開

で
き
た
。
だ
が
、
全
頭
検
査
を
受
け

た
茂
美
さ
ん
た
ち
は
基
準
値
を
下

回
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

餌
だ
け
を
与
え
る
毎
日
。
出
荷

適
齢
期
を
過
ぎ
た
牛
が
ど
ん
ど
ん

増
え
て
い
く
。
農
家
の
意
欲
は
日

に
日
に
奪
わ
れ
て
い
っ
た
。

　
「
肥
育
農
家
本
来
の
仕
事
が
で

き
な
か
っ
た
」
と
茂
美
さ
ん
。
つ
ら

く
、
苦
し
い
冬
を
迎
え
た
。

逆
境
乗
り
越
え
る
力
の
源

　

全
頭
検
査
の
対
象
で
２
月
ま
で

東京電力が３市１町連名の
緊急申し入れに対し回答

　
「
こ
れ
ま
で
も
Ｂ
Ｓ
Ｅ
や
口
蹄
疫

な
ど
、
大
き
な
苦
難
を
乗
り
越
え

て
き
た
。
そ
の
た
び
、
ど
ん
底
か
ら

は
い
あ
が
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
経

験
と
信
頼
で
き
る
仲
間
の
支
え
が

強
い
部
会
を
作
り
上
げ
た
。
す
ば

ら
し
い
仲
間
た
ち
で
す
」

　
茂
美
さ
ん
は
力
を
込
め
る
。

地
産
外
商
と
地
産
地
消

　

枝
肉
の
価
格
は
下
落
し
て
い
る
。

長
引
く
景
気
の
低
迷
だ
け
で
な
く

風
評
被
害
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
と
い
う
。

　

い
わ
て
南
牛
の
ほ
と
ん
ど
は
首

都
圏
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
。「
地
元

の
人
に
愛
さ
れ
て
こ
そ
本
当
の
ブ

ラ
ン
ド
。（
い
わ
て
南
牛
を
）
市
民

に
理
解
し
て
も
ら
う
に
は
、
食
べ
て

も
ら
う
し
か
な
い
。
ブ
ラ
ン
ド
と
い

う
と
高
価
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、

良
質
な
も
の
を
手
頃
な
価
格
で
提

供
す
る
、
そ
れ
が
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド

ス
タ
イ
ル
。
地
産
外
商
と
地
産
地

消
の
両
輪
で
販
売
を
展
開
し
た
い
」

と
確
固
た
る
決
意
で
前
を
見
る
。

　

畜
産
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し

い
が
、
風
評
被
害
や
不
景
気
に
屈

し
な
い
足
腰
の
強
い
農
家
を
目
指

す
。「
要
求
だ
け
で
は
進
ま
な
い
。

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
自
分

た
ち
で
行
う
」。
困
難
と
正
面
か
ら

向
き
合
う
。

風評被害や不景気に負けるな
固い絆と強い意志で販路の拡大を目指す

　市は、放射線測定器を５月 10 日から個人にも貸し出しま
す。同測定器は昨年 11 月から自治会などへ貸し出している
ものです。貸し出し期間は平日の１日だけで８時 30 分から
17 時まで。事前に予約（電話）が必要です。市役所本庁ま
たは各支所の窓口にある所定の用紙で申請してください。
◇貸し出し機器…堀場 PA-1000Radi
◇運転免許証などの身分証を提示の上、測定器を受け取っ
てください
◇貸し出し窓口…本庁放射線対
策室☎㉑ 2111 ／花泉支所地域
振興課☎� 2211 ／大東支所地
域振興課☎� 2111 ／千厩支所
市民課☎� 2111 ／東山支所市
民課☎㊼ 2111 ／室根支所地域
振興課☎� 2111 ／川崎支所市
民課☎㊸ 2111 ／藤沢支所市民
課☎� 2111

市が放射線測定器を個人へ貸し出し
事前予約が必要

いわて南牛のブランド強化と地元での消

費拡大を目指し、千厩町のマリアージュで

２月16日行われた「いわて南牛レストラン 

in 一関」。市内外から訪れたおよそ200人

が、一関が誇るブランド牛のうまみを体験

高
泉
茂
美
さ
ん　

１
９
５
０
年
花
泉
町
生
ま
れ
。
73
年
肥

育
牛
の
生
産
を
始
め
る
。
09
年
岩
手
南
肥
育
牛
生
産
部
会

長
。
品
質
に
絶
対
の
自
信
を
持
つ
「
い
わ
て
南
牛
」
の
生

産
と
販
路
拡
大
に
奔
走
す
る
毎
日
。
妻
、母
と
３
人
暮
ら
し
。

花
泉
町
金
沢
在
住
、
61
歳

Takaizumi Shigemi　

シイタケの放射能問題

東京電力からの回答書を受け取る勝部市長

岩手南肥育牛生産部会　高泉茂美部会長

　市は平泉町、奥州市、大船渡市と連名で３月７日、
東京電力㈱に対してシイタケ生産に関する緊急申し

入れを行いました。申し入れ事項は ▼ 迅速で万全な

損賠賠償の実施 ▼産地としての生産復興に対する賠
償―で責任ある迅速な対応を求めました。
　これに対し、東京電力福島原子力被災者支援対策
本部東北補償相談センターの小松日

ひ で お

出夫所長らは４
月23日、市役所を訪れ、西澤俊夫社長名の回答書を

勝部市長に手渡しました。
　回答書には ▼ 使用できなくなった原木、ほだ木の

残存価値相当額と本来生産で得られるはずだった利
益相当額を先に示したとおり賠償する。除染対策費
用、掛かり増し費用や汚染されたほだ場の除染費用
について、原子力損害賠償紛争審査会が示した「東京
電力株式会社福島第一、第二原子力発電所事故によ

る原子力損害の範囲の判定等に関する中間指針」を

踏まえ、必要かつ合理的な範囲で適切に対応する ▼

ほだ場の賠償方針を踏まえ、適切に対応する－と記
載されていました。
　原木、ほだ木の残存価格と本来の得られるはず

だった利益相当額について、賠償する旨が明記され

ていましたが、その他については具体的内容に踏み

込んだものではありませんでした。
　回答書を受け取った勝部市長は「中間指針が示さ

れたのは昨年８月。現在の状況とは大きく違う。中間
指針にとらわれず、適切かつ柔軟な対応をしてほし

い」と回答に不満を表明。続けて「農家は出荷活動が

できないのに生産し続けなければならない状況にあ

る」と窮状を訴え「現地に足を運び、農家・生産者の

声を聞いてほしい。生産意欲が失われないようしっ

かり対応してほしい」と求めました。


